
う塩十i汁算機システム叫詞ヲ邑としては胡(1J(ノヾ亡丁7:納めHITAC

8800/8700がある｡これは【17了和40年以米のHITAC5020グ)りJ扱

えシステムで,仮想メモリノJ∫(を拭けJし.処理能力が10十たに

糊プヾした｡仮想メモリノブノ〔ではプログラム叫構成‾ガJてが二和賀

で,これについての研究が有効に役だっているし､また､数多

くの来庁しい周辺および端末機常吉主が†消光された｡.吉山:古谷三達100メ

ガバイトの大形ディスク､L.㌧H立ヘッドのミニディスク,上主-ノ≠

言古小形磁1もドラム,カードl二り川せん礼儀,データタイプライ

タ,鈍行川窓l】デⅦタフロントなどである｡

ソフトウェアではHニヰこ屯イ1_言1に1iiI公社･叙と行データ池イiさシス

テム川ソフトウェア,簡錫データ ベース マネージメント シ

ステム小SIMBOL”の糊ヲ邑などの応川プログラムの問ヲ己とHITAC

8150Jljシステムプログラム,HITAC8250川オペレーティ ン グ

システム≠NDOS′′FORTRANミニコンパイラの完成かあるし′

制御川.汁壬)二機ではrIIDICシり-ズに小形機HIDIC150が氾加

された｡また,HIDIC700のフロントエンデッドタイプの辿イ∴

＼+り1+プロセッサ(CLC-M),周辺ヰ幾才註･端i人とし,ては′ト規快シ

ステムの外部記怯装i_2ヱである制御川阿仁ディスク,マン マシ

ン コ ミュニケーショ ンを巨二川勺としたプロセス カラーディス

プレイ装嵐 桝什l｢仙■iや工一壬絹帥七i城をjょらったIC化オペレ

ーータ コンソールの閑ヲ己がある｡ソフトウエア臥J係では火力碓

Computers and Measuring hstruments

一.二にl叶,汁辞儀別称りソフトウェアを､制御処J即l二様il‡を一言+人する

だけでf′付加没.汁できるシステムが1こJ戊を比た｡

/､イブリ ソト.汁号?二磯の分!粁ではその技術を根付艇PS-1訓

練川フライトシミュレー1タに過川し,リミ‖J化したこ.伯行艇シ

ミュレータでは地ノf;i■グ)フライトシミュレータに紫試される機

能グ)ほかに水卜)姓的柑作や抽出のシミュレーションを行なう

ことが必一挺グ)ため,ハイプリソドノJ`J〔が托川された‥ 鵬行1挺

シ ミュレーー一夕の糊発は111二淋でも桝J例がない

小作恍汁ご‡分与けでは,汁L川`i･に+′▲レジスタ100シリrズの糊沌､

カセットん`∫じプログラム`1‾に+′-Jし小卜.汁辞儀のIiHヲ己のほかにカ

ラー一手臼二′j二装i;】'∴CRTディスフレイかごフグ)ハードコピーーー装甚,

マイクロトソト インクジェット.i+鎚ノノJ(のうこJ戊など‥】1i伯州i糀

化帖代に仙えた15H潅が行なわれた｡

糾しい.汁測機才三‡とLて,公州lしJ係,_トト水迫など水倒條の

.i一川川二去の`ノDJ丈,‖1▲測グ)システム化に則したオMトコーダおよ
びチップ コントローラの糊了己がある｡雌化!､デ:機才ごさとLては■1■ノi

什胎‾汁ノ之什ラ`.に爪官主微税HS-9,起溌形1=にイ儲i微税HHS-2R

などの一.に+′一袋孔 ディジタル∴池-1主†軒√･吸光一氾瓜汁,■l■㍍′1三能

分ソいナいうと分一光)L瓜汁などの光′､/:装置の分野におし1て数多く

の聖･望ん1一が‖り犯された⊂.

電子計算機

東京大学納めH一丁AC8800/8700システムの完成

HITAC 8800およぴHITAC 8700処理装置をそれぞれ2≠i

ずつ合計4台から成る計算機システムを東京大学大作主計算機

センタへ納入した｡このセンタは仝l司の大学,研究所の共同

利用施設として昭和40年に設立され,HITAC 5020システム

による運営を行なってきたものであり,新システムへの切り

換えにより処理能力が約10倍に増大した｡

このシステムは4台の処理装置が4台の入出力処理装置と

3Mバイトの主記憶装置を共有し,それらが全体として一

つのオペレーティング システムのもとで有機的に働くマルチ

プロセッシング システムであり,次の特長を持っている｡

(1)処理の高速化のため,バッファメモリ方式および命令の

先取りによる先行制御を一束用していること｡

(2)主記憶答量に制限されない大きな記憶空間を対象にプロ

グラムが組めるイ反想メモリ方式を採用していること｡

(3)構成制御機能,故障検出,誤り訂正機能,命令再実行機

能など大幅な可用性向上を図っていること｡

(4)処理形態としてバッチ処理のほか,リモートバッチ,T

SS,グラフィ ック システムが同じオペレーティング システ

ムのもとに動作し得ること｡

またセンタ運用上の特徴としてオープンバッチ方式が+二げ
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られる｡これは利梢者のセルフサービスで入出力を行なうこ

とによりターンアラウンドタイムの短縮とセンタ業務の省力

化を目的としたものであり､

ものである(図】,2)｡

計算機の新しい利用方法を示す

図l 東京大学納め川TAC8800/8了00システム
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図2 HITAC8800/8700システム構成区l

覇

主記憶装置 3台

演算処理装置 4台

入出力処理装置 4台

磁気ドラム記憶装置 6台

集団ディスク駆動装置 4台

磁気テープ装置10台

通信制御装置1合

力ードリーダ 6台

カードパンチ 5台

ラインプリンタ12台

ディスプレイ 8台

グラフィックシステム 一式
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一仮想メモリシステム用
プログラム再構成システムの開発

仮想メモリ万上〔を採用した商用計算機が急速に普及しつつ

ある｡)日立製作輯においても,HITAC8700/8800システムで

はいち早くその方式を抹り人れ,次期シリーズにおいても1iij

ノノJ℃の採用が千1上されている｡仮想メモリ方式は,ユーザー

が__盲三メモリの人きさを七三.識せずに析むこと,システムの拡鮎

が?音韻であることなど,機市帥勺にいくつも♂)すぐれた特上主を

イJ‾するノ丈r巾,.言論即アドレスかJブリミアドレスへのアドレス変換,

ページーrjり立の_Lメモリと∴カニメモリの川の情報転送などに関

L,り三メモリ システムには存才l三しない新たに方ン〔的に検討を

饗する山をいくつか含んでいるし,二れまで,ハードウェア,

オペレーティング システムl勺で,アドレス変枚ノア式,メモリ

制砕けノノJ℃などに純々の工夫がなされている｡

このたび】淵発したプログラム再構成方式も仮想メモリシス

テムの竹三能向上に関係するものであるが,上記の工夫とは別

のアプローチをとっている｡佃想メモリシステムの性能は,

実行時におけるプログラム動作の形竿を非常に強く受けるこ

とが知られている｡す左･わち,プログラム実行Ltりこおけるプ

ログラムの空間的な散らばりぐあいが竹三能に大きな影竿を与

える｡プログラム†実行中の･う岩崎榊内に使用されるページの

集合をワーキング セットと呼ぶことにすれば,ワーキング セ

ットの大きさが′トさいプログラムほど効-やのよいプログラム

である｡プログラム再構成システムは,すでに開発済みのプ

ログラムを再構成可能な単作二(セクションと呼ぶ)で碓べ変え

ることにより,そのプログラム本体についての変更は全くせ

ずに,実行時の平瀬J的なワーキング セットの大きさをできる

だけ′トきくすることをねらったものである｡再構成の対象と

するプログラムに対Lて,そのプログラム実行時のアドレス

軌跡データを磁乞毛テープ上に収楽し,それからセクション間

の関連の強さを表わすマトリックスを作成する｡セクション

iとセクションjの間の旧姓グ)施さとLては,それらが時間

的にノたいに近い範脚で利用される卿(ひん)度に比例したプ占唯

をとる｡次にこのマトリックスに去ちづき,土J二いに関連の強い

セクションどうしをできるだけ同一-一一のペ■-ジ内に入れること

を試みる｡ここで,多次ラ亡データの分類,旦ぎさ稗にしばしば利

川されているクラスタ分析‾f法を利用する｡クラスタ分析一手

法には,クラスタ間の距離の誌義に関して椎々のものがある

が,芥セクションの大きさまでを考旛に人れた方式を提案し,

実験の結果,これが従来のノア式よりもすぐれていることを確

かめた｡

また,以_卜の問題をi比ナナ什壬の終放.汁i叶扶を別川Lて延∫じ化

し,モデル プログラムについてf昨を求めた純米,_卜.言Lクラス

タ分析法によるものと全く-う女Lた｡ただ,1ぎさ数.汁【‾叶法では,

■汁与糾与‖りの関係かご),磐放の数に制限がある♂‾)で,尖川件グ)
巾かご)はそのままの過川はむずかしい､

プログラム付加成システムは,セクションをさらに′トさな

-Fit位に分刑したものに旭川すれば,以上と全く川じ常主推で,
バッフ7'メモリの別件辛小J_卜にもそのままJ心川できる｡

本システムを利梢レヾソファ メモリの利用率向上を目的

として,H8700FORTRANコンパイラのtune
upに旭川Lた純

米,コンパイルIJ帥jを約15-20%什I∴させることができた｡ま

た,ペⅥジ単位でのワーキング セットの人きさを′トさくする

というノ.‡からは,fヰ編成の右ti米,二平均的なワーキング セットの

人きさを約40%減小させることができることを確かめた｡

記憶容量100メガバイトの大形ディスク装置の完成

H-8589-1ディスク駆動装置は,H-8549-1ディスク制御装置

に最大4台まで接続できる高速,大谷量のランダムアクセス

形外部記憶装置である(図3,4)｡

おもな特長として次の点があげられる｡

(1)100メガバイト(パックあたl))の容量

記録密度,トラック密度の向上により従来のH-8578形に比

較してパックあたり容量は約3.5倍に増加している｡

(2)30msの平均位置決め時間

ボイスコイル方式の採用により,平均位置決め時間は30ms

と軒モ縮されており,さらに回転待ち時間も最大16.7msと非常

に短くなっている｡

(3)高効率

マルチリクエスト機能,回転位置検出機能によってプログ

ラムの同時処王里,レコード探索が効率よく実行できる｡

良一

図3 H-8589-1ディスク駆動装置

ママで菅

うぅ
≠脊

(4)高い信栢性

エラー訂正機能,診断機

能の強化により装置全休が

高い信頼性を維持できる｡

(5)すぐれた操作件

パック交換の操作を容易

にするため,自動開閉式ド

ロワーを採用している｡

など,各所に最新最高の技

術を盛り込んだディ スク装

置である｡

表1は装置のおもな仕様を

示すものである｡

図4 H-8589-1ディスク馬区動装置(左4基)とト十8549-1ディスク制

御装置(右l基)

表I H-8589-1/H-8549-1ディスク装置の仕様

記 憶 容 量 レヾイト/パックあたり)

ビット密度

トラック密度

シリ ンダ数/パック

ト ラ
ック数/シリンダ

ト ラ ック数/パック

位置決め時間

最小

平均

最大

匝】転待ち時間

データ転送速度

柑0,Ot8,280

4′04()BPl

192 TP1

404(＋交替トラック7)

19

7′676

10 ms

30 ms

55 ms

最大16.7 ms

806.000 バイト/s
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固二定ヘッドの小形磁気ディスク装置

FHD50シリーズ ミニディスクの開発

FHD50は,従来から蓄積されてきた磁気ドラム装置,磁気

ディスク装置の技術を生かして,小形システム周に開ヲ芭され

たメモリである｡おもな特長をあげると,

(1)トラックごとにヘッドを設け,高速アクセスが可能であ

る｡

(2)′ト形,軽量ながら0.2-3.2Mビットの容量を持ち,ビッ

トコストも低廉である｡

(3)機可滅的可動部分が少なく,保守性,信頼性が向上できる｡

(4)縦,構いずれの方Ifi】にも実装が可能で,実装設計が容易

な構造になっている｡

(5)50/60Hzの周波数切換が容易にできる｡

発表以来,特に在嘩管理機の分野での人乞ミが高く,目‾F,

増産体制を急いでいる(図5)｡

おもな仕様は下記のとおr)である｡

1トラックあたりの容量:50,080ビット

ディスク回転速度:3,000rpm

データ転送速度:2.5Mビット/s

図5 FHD50シリーズ■

ミニディスク

長寿命小形磁気ドラム記憶装置
"FV2516EAG”の市販を開始

昭和48年初めより,新形磁気ドラム記憶装置FV2516EAG

のOEM向け販売を開始した(図6)｡

このドラム装置は表2のような仕様を持ったものであるが,

このほかいくつかの特長を持っている｡第一に定期的な軸受

部のグリースアップによって20年以上の長寿命が期待できる｡

耶二に磁乞もヘッドのイ米安機構,気洩､構造の採用その他の配慮

により砧いイ三根性,対王買境件を有

している｡節三に周辺回路付きの

ため付いやすい｡第四に構造を単

純.化し低価格を実現している｡

これらの諸特長のためプロセス

コントロールシステムなど各種の

用途に使用されている｡

表2 おもなイ士様

図6 装置の外観

項 目 仕 様

総

卜

匡l

情

イ

寸

記憶容 量】 卜l～9メガビット

ラック数

転 数

32～256トラック

3′800/3ノ600rpm

報転送速度 】.8/Z.ZMビット/秒

ンタフエース NRZ形式.TT+レベル

;去 43×43×56(cm)
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カード印刷せん孔機の製品化

オンライン カード出力装置としてH【8285-20形カ【ド印刷

せん孔機を完成した(図7)｡本機は80欄カート__Lにせん孔と

文字印刷を｢刷与に,あるいはそれぞれ単独に実行するヰ幾能を

有する(つ 純一カ”ド上のせん孔と仁一掘りのデータは,布いに独

立した内容のものでもよい｡仁り刷は最大4行,320字までが

可能で,英数了以外にかな文字も‡及うことができる｡また,

せん孔動作と印J仙動作を装置内で併行して進めうる構造であ

るため,処理速度が向_1二している｡以上の特色から,カード

をそのまま伝票として使用する高能率なターン アラウンド

システムを構成することが可能となる｡

H【8285▼20形カ【ド印刷せん孔機の仕様は下記のとおりで

ある｡

せん孔速度:160欄/秒,印刷油煙:1行印刷…110枚/分,2

行印刷…73枚/分,3行印刷=･54枚/分,4行印刷‥･44根ノ分,

印刷行数:拉大4､1行あた

り文チト放:最大80,印刷`丈乍

椎‾類:英′∴ 放下,記号,か

なナナ計111,印刷方式:活寸:ド

ラムを使用するインパクト印

刷,ポッパ谷量:1,200枚,ス

タソが容量:1,100校×2

区l了 H-8285-20形カード印刷

せん孔機

H-9515データタイプライタの開発

H-9515データタイプライタは,新たに開発された20字/秒

の印字速度を持つシリアルプリンタを使用したタイプライタ

ターミナルである｡本装置は回線制御部も一筐(きょう)体に

実装して′ト形化を図り,複合端末装置のタイプライタに比較

し,同一機能で約ケ首の大きさとなった(図8)｡おもな特長は

次のとおりである｡

(1)従来の性合端末システムと信号方式を同じとし,既設の

オンライ ンシステムとの融通性を持たせた｡

(2)′受信プリンタ,テープ読取せん孔機を]妾続可能とし,幅

広こい業務に催用できるようにした｡

(3)制御回路には,MSI(中規模集積回路)を使用し,小形化

を図った｡

(4)割込符号送信機能,ジョブ符号送信機能をつけ,リモー

トバッチ用端末としても使用できるようにした｡

図8 H-9515データ

タイプライタ(中央)

(左はテープ読取せ

ん孔機,右は受信プ

リンタ)
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銀行用窓口装置H-9581形データフロントの完成

新しい銀行用窓[]装置H-9581形データフロントは,H-【9133

端末システムを構成するための人汁けJ装置であり,銀行のオ

ンライン業務に必要な機能をすべて備えている(図9)｡

入力部としてはテン キーからの数字入力12けた,トランザ

クション キーからの各穐項目入力40種がある｡トランザクシ

ョン キーは業務種別を示す科目キー10個,各不斗目に共通する

トランザクションを示す共通キー10個および個別項目キー20

個から構成される｡各キーの名称はキーの上からオーバ レイ

をかぶせることにより,32パターンまで変化させることがで

きる｡また個別項目キーに自動表示器を付加することにより,

科目キーに対応して自動的に6パターンまでのキー名称が達

択できる｡,数字データ以外の入力が必要な場合には,タイプ

ライタけん盤を付加することができる｡

出力部としては,ジャーナル部と通帳インサーータ部がある｡

ジャーナル部では幅6inの連続用紙のE】‾一字ができるので入力

データのモニタ印字,回答メッセージの出力印字に使用でき

る｡またジャーナル部前面には伝票インサータが付加できる

ので,入力1京始伝票へオンラインでの認証印′テニが可能である｡

通帳インサータ部では預金通帳の印字,定期証書および各椎

伝票の印字が可能である(表3)｡

表3 トト9581形データフロントの主仕様

科 目 数L

入

力

部

出

力

部

科目キー(10種),オーバ レイ(32種)の組み合

わせにより最大320種

トランザクション数
共通キー(柑種),個別キー(20種).オーバレ

イ(32種)の組み合わせにより最大960種

データ キー lテン キーおよぴタイプライタけん盤

キー スイッチ i役席者キーおよぴオペレータ
キー

その他 トランザクション自動表示器

印字速度 :ジャーナル部,通帳部と

ト竺空竺

l行印字数

タイプボックス方式

ジャーナル部:60字

通 帳 部:77字

収容活字数 128種(漢字8種を含む)

も20字/秒

】その他
l

構 造

赤黒リボン自動切換

幅870×高さ880×奥行725(mm)

意
-■一■-

I ■

一隻

瞥ムふ腎
臓

tⅥ女γ∧､

図9 H-9581データフロント

日本電信電話公社･銀行データ通信システム用

ソフトウェアの開発

日立製作所は,株式会社京都銀行,株式全社西日本利L止

銀行,株式会社百十四銀行および株式会社広比和互銀行のデ

ータ過信システム用ソフトウェアを日本電信電話公社と共同

開発していたが,昭和47年12月から昭和48年1月にかけあい

ついで完成した｡その後,各システムは,試行逆転を経て,

百十四銀行システムは昭和48年4月に,西日本相カニ銀行シス

テム,京都銀行システムおよび広島相互銀行システムは昭和

48年6月にそれぞれサービスを開始した｡

1.ハードウェア構成の概要

各システムのハードウェア構成は,いずれもセンタ設備と

LてJ-4051形情報処理装置(H-8500租当)を2系統設置して,

デュプレックス システムとし,各営業店とは,窓口装置およ

ぴデータ入出力装置をデータ伝送回線で接続したオンライン

システムである｡

2.ソフトウェア システム

各システムのソフトウェアは,日本電イ言電話公社専用デー

タ通信システム用標準化を指｢ん+したエグゼクティブ,過仁捕り

御プログラムを4システムとも使用し,タスク コントロール

プログラム,ファイル処理プログラムおよび運転保守プログ

ラムは,共通の設計思想に基づき,システムの特殊性を考慮

して作成した｡

図川はオンライン ソフトウェアの構戊を,図i11はオフライ

ン ソフトウェアの構成を示すものである｡

タ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

一

P

通
信
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム

MCD

オンライン業務
‾

処理プログラム
ー‾

P
nUTD

l

運転保守プログラム

区110 オンライン ソフトウェア構成図

オ
ン
ラ
イ
ン
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図Ilオフライン ソフトウェア構成図
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HITAC8150用システムプログラムの開発

HITAC8150電子計算機システムを支援するシステムプログ

ラム(8150PS)は,磁気ディスク ファイルをベースに,コス

トパフォーマンスのよい入出力装置を利用した,比較的規模

の小さい事務処理を効果的に処理するシステムであり,その

構成は図12に示すとおりである｡このシステムの特長は次の

とおりである｡

(1)バッチ処理,オンライン処理およびインクワイアリ処理

機能

(2)

(3)

(4)

本格的なCOBOLおよぴFORTRAN

簡易事務処王翌プログラムHELPII

2本のマルチ ･ジョブの同時処理機能

スーパバイザ/システム･ジェネレータ

データ管理

ジョブ管理

通信管理

HELPTIバッチ/オンライン･システム

C O B OL

F ORT R AN

ソート･マージ(磁気テープ/磁気ディスク)

ライブラリ保守

ファイル保守

ボリューム保守

リンケージ･エディタ

マーク･データ変換プログラム

国12 HITAC8150用プログラミングシステムの構成

HITAC8250オペレーティング システム

NDOSの開発

中形電子計算機HITAC8250のオペレーティングシステム

であるNDOS(New Disc Operating System)は,バッチ処

理,オンライン実時間処理およびリモート バッチ端末処理を

対象とした本格的なディスク ベースの中規模オペレーティン

グ システムであり,次の特長とフやログラム構成を持っている

(匡I13)｡

(1)最小32kバイトの主記憶装置から使用できるコンパクト

で,かつ,性能の良いシステムである｡

(2)最大6本のジョブをマルチ プログラミング処王空できる｡

(3)コンソールディスプレイを有効に活用した使いやすいシ

ステムである｡

管理プログラム

言語プロセッサ

ユティリティ

プログラム

-モ
ヰ

‡

スーパバイザ

ジョニ7管≡哩

データ管王里

通信管理

アセンブラ

R P G

C O B O L

F O R T R A N

P L/Ⅰ

リンケージエディタ

ライブラリ保守

ファイル保守

ボリューム保守

ソート マージ

デバッグ支援

リモートバッチ端末処理プログラム(RESP)

実時間処理汎用パッケージ(TMS-1)

コン′ヾ一夕/エミュレータ

アプリケーション プロクうム

匡I13 NDOS構成図
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LR(k)アナライザを利用した
FORTRANミニ コン′くイラの開発

計算機言語理論の最近の成果を利用して,コンパイラの′ト

形化と構‾丈解析ルーチンの半自動作成に成功した｡ソ【スプ

ログラムを左(L)から右(R)へと調べながら,各時点で,必

要とあればk個先まで見ることによって,構文解析ルーチン

の動作を決定できるというLR(k)文法の理論を利用して,

バッカス標準記法(BNF)で記述された言語の文法に対して,

その構文解析表(動作決定表)を自動的に生成するプログラム,

すなわちLR(k)アナライザを開発した｡このLR(k)アナ

ライザを使ってFORTRAN(JIS3000)の構‾丈解析表を作成し,

それをもとに,ミニ コンピュータHITAClO用1パス常駐

FORTRANコンパイラを開発した｡最初はコンパイラの小形

化を主目標としてコア4k吉吾用のものを試作した｡このコンパ

イラの主部分は上述の構文解析表(280語)と,これを解釈実

行するルーチン(110語)から成る｡目的プログラムはポーラ

ンド記i去の形であり,コンパイラ全体の大きさは1.4k語であ

る｡

次に,上記コンパイラで得られたデータをもとにして,実

行速度と操作性を大幅に向上させた改良版としてコア8k語用

のコンパイラを製品として開発した｡この目的プログラムは

機械語の形をしており,コンパイル速度も1ステートメント

あたり平均19msと高速である｡複数個のプログラムの連続コ

ンパイル アンド ゴー,大きなプログラムに対する自動2パ

ス切換方式,エラーメッセージ120種と抹作性も十分考慮さ

れている｡このコンパイラの大きさは2.7k語で,そのうち構

文解析表は350語である｡

簡易データ ベース マネジメントシステム

SIMBOLの開発

SIMBOL(SIMplified Busimess Oriented La叩uage)は,

中小規模のユーザーがデータ ベースを指向する場合に,高

J空なデータ ベースの知識なしに既存のファイルを取り枚え

ることを考慮し,特にレポーティ ング(帳表作成)機能を強化

Lた自給形システムである｡本システムはHITAC 8250NDOS

オペレーティング システムのもとで様(か)動する｡本シス

テムのおもな特長として次の点があげられる｡

(1)取り扱うファイルに関する定義とファイル処理プログラ

ムが独立に処理できるので,ユーザーは実1祭に蓄積されてい

るデータの位置およぴその属性を知ることなしに任意のファ

イル処理が行なえる｡

(2)データの検索用,ファイルの更新用に,コンピュータの

知識をあまり持っていないユーザーでも使用できるSIMBOL

固有の簡単な言語が用意されている｡

(3)他の言語(COBOL,アセンブラなど)を用い七作成され

たファイル(順編成ファイル,索引順編成ファイル)と互枚性

がある｡

(4)データの検索時およぴファイルの更新時においては,ユ

ーザーのオウン コード(COBOL,アセンブラ,PL/Ⅰ)を組

み込むことができる｡

(5)簡単なパラメータを作成するだけで,多種多様のレポー

ト(一般的な帳表,マトリックスリスト,棒グラフ,インバ

ーテッドリストなど)が作成できる｡
(6)ファイルの機密保持機能があl),ファイルまたは個々の

項目の検索を,特定のユーザーだけに制限することができる｡
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制御用計算1幾

小形制御用計算機HIDIC150の開発

HIDIC150は,プロセス.t業,製造業のオンラインデーータ

収集､監視,DDC(Direct DigitalControl),情報管‡軋 端

末機制御など,幅広い制御分野に適用できる小形制御用計算

機として,日立制御用計算機HIDICシリーズのJ.賢本思想を軸

に,小形機に過した新技術を採り入れ,｢高速性+,｢小形化+,

｢催し､やすさ+を主眼に開発したものである(図14)｡

HIDIC150のおもな特長は下記のとおr)である｡

(1)入出力制御装置,プロセス入出力装置にBUSブナ式を採

用した汁L用ユニットを主謀入し,コンパクトなオペレーティン

グシステムとあいまって,調和のとれた小形システムを子実現

した｡

(2)豊古な入出力装置,拡鮎性に富んだハードウェア,各稚

オプション機能を持つオペレーティング システムなどにより

多様なシステム ニーズにこたえられる｡

(3)基本命令演算過度1.8/ノSと高速であり,オペレーティン

グ システムは,リアルタイム応答時間触縮に畢瓜が置かれて

いる｡

(4)高級制御用言語PCLを用いた,HIDIC上位機椎によるプ

ログラミング システム,他機種(HITAC8300UP,IBM360,

向370)によるプログラミング システムおよぴオンライン デバ

ッグ用の各種プログラムツールによリブログラムの開発,デ

バッグが容易である｡

(5)PCS(ジャンプ元

アドレスi星避)機構,パ

ネルおよび70リ ント某

根上の多数の発光ダイ

オード表示の採用によ

I),保守性の向上が期

待される｡

HIDIC150のおもな

仕様は表4にホすとお

りである｡

表4 おもなイ士様

語 長

記 憶 容 量

サイクルタイム

命 令 数

演 算 速 度

割 込 み

入 出 力 制 御

入 出 力 台数

エラー チェック

周 困 条 件

三原

`√嘲妙拗i'
ニゴダよ
ヽ

ヽ
----【●-･-･･Y,■

図14 HIDIC150 CPU

16ビット

4～16k語

0.9ノJS

基本28,オプション10

加減l.8〃S,乗除l】～15′!S

2レベル,外部割込み最大 64要因

基本PC10,オプション CH

48

パリティ,アドレスオーバーー,メモリプロテクト

0～508c,10～95%Rh

200V±10%,3¢,50/60二王Hz

または100V±柑%,l丸 50/60二主Hz

川DIC74川形通信制御装置(CLC-M)の開発

【+_)ンニ製作所は,制御1‾机汁男二機HIDIC700に接続されるフロ

ントエンドタイプの過イ‾i_三増川プロセッサとしてHIDIC 7410形

適イーi謂川御装置を開発した(区115)｡

本装置はイ去送制御手順の処坤をハードウェアとモジュール

構J長のソフトウェアで分印して処増作,汁L用件を持たせ,多

種多様な適イ言担1線を能率よく時分1切多_前処理する｡･,

おもな什様は二大のとおりである〔-,

(1)コア容量:過信制御プログラム 4k一言テナ

回線制御テMブル 50i治(1山線あたり)

2)接続回線:

3)同時処理:

126L白1線(克之大)

1,200bps枚算40I_しi】線

HIDIC700

■腎‥貰半+竪1観巨覇
｢,【_Y■l_._,′_▼‥___+_サ}1ル通借制御プロ∧

-
.
■
H
｢ト

‥醐‥絹

｢鹿+幽〓ハU

注
L
B ラインバッファ

コントローラ

LB ラインバッファ

図15 HIDIC 了410形通信制御装置ハードウェア構成区l

制御用計算機における小容量外部記憶装置の開発

日立磐望作所は,こ別御用計算機HIDICシリーズの′ト谷…暮主外部

記怯装置として,H-7560形1主那右ディ スク装置を関プ己Lた(図

16)｡本装置はコスト パーフォーマンスが了しl古く,コンパクト

な同定ヘッドディ スクを使用しており,′ト規枚システムの外

部記憶装置として過Lている｡また,従米1汀.H-7570僻事∴il拝さ比

磁気ドラム装置とソフトウェア的に式三仝にユ上授作を持/ノてい

る(,

本装置のおもな特士主は二大のとおりである｡

(1)32,64,128k詐の谷量系列を有し,この範附でコスト パ

フォーマンス克と大に設計しているため,小谷左壬では従水l■-い二

比べきわめて安価である｡

(2)装置は小形でユニット化され

遍
｡
.
…

書
.
･

∧叫

CPUやCEi'‾琵(きょう)休
1i

に†夫一装されるため,l､+一

fll筐体や‾ミもり召`iEi原を必

要としない｡

(3)許容i㍊+空範川(0～

408c)や許容周波放?変

動範囲(＋1～-3Hz)か

広く,過酎なイかH条件

に耐えることができる｡

図柑 H-7560固定ヘッド

ディスク装置
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Hイ834プロセス カラー ディスプレイ装置の開発

制御用占十算機システムの端古米ディ スプレイとして,コスト

パフォーマンスの高いH-7834形プロセス ディスプレイ装置

を開発した(図17)｡本装置は,従来の機能に加えて推作性の

l‾rり上およぴマン マシン コミュニケ【ションの融通性を目的

とした新しい入出力機能を装備し,-一一‾方では,回路の簡素化

やLSIの採用により,高信栢化とJ京価低i域を図っている｡本

装置のおもな特長は次のとおりである｡

(1)入力機能として16偶のワンタッチキー(割込キー)を設け,

オペレータの操作速J空と入力十ili報の信束副生の向上を図ったっ

(2)直線表示,苧竿報,ブリンク,かたかな文字表示などの豊

吉iな出力機能を標準実装しているので幅広いアプリケーショ

ンに適用できる｡

(3)オペレータの計算機と

の対話の優先権は,情報の

価値に応じて,プログラム

で自由に設完三できる｡

(4)ビューアの多重,長距

維表示はもちろん,キーボ

ードの多重,長距艶設置も

可能にした｡

図l了 H-7834プロセス カラー

ディスプレイ装置

lC化オペレータコンソールの開発

マン マシン装置としてのオペレータ コンソールは,従来

プロセス入出力装置の先に接続され,その論理回路はワイヤ

スプリングリ レーで構成していた｡プロセス入f11力装置とり

レー キエーピクルの間を多くのケ”ブルで接続Lているため,

制御対象の広域化に伴いケーブルや工事費の比重が増大して

きた｡これに対処するため,論理I可路をIC化し,プロセス

入出力装置に相当する回路をデスクに内蔵したオペレータ コ

ンソールを開発した(図18)｡

従来に比較して据付両横やケーブルや工事費を大幅に節i域

できるため,特に広士或にわたってオペレータ コンソールが点

在するシステムではその経済的効果が大きい｡

恥ヰ

ヽ-r

;ノ. ∴吋

区l柑ICイヒオペ

レータコンソー

ノレ
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火力発電所計算一隻制御ソフトウェアの
自動設計システムの完成

近年,馴御用計算機によって発電所の運転が広範匪lかつ高

度に自動化されるに伴い,膨大な計算機制御ソフトウェアを

自動的に設計し,省力化と高品質化を図ることが必要になっ

てきた｡本システムは,この要請にこたえ開発されたもので,

プラント技術者が発電所の運転基準,操作手順に関するデー

タを定められた様式で制御処理仕様書に記入するだけで自動

的にプログラム要素を選択,接続し,さらにデータを挿(そう)

人Lて計算機制御ソフトウェアを完成するものである(図19)｡

また,本システムは発電所によって異なる自動化範囲,制御

方式などの特殊一件にも柔軟に対処できる汎用性の高いシステ

ムであり,すでに実際の発電所のソフトウェア設計に適用さ

れ,その効果が認められている｡

□如 情報

システム技術者

プログラム

要 素

`プラント技術者

制御処理

仕様書

カード

カード

登 叙

簾準テー7

ルの作成

図19 自動言受計システムの構成

ハイプリット計算橡

ステートメント

機 能

プログラム

選択･接続

自動設計プログラム

データ

挿 入

計算機制御

ソフトウェア

完成

㊤

♂
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ハイブリッド計算機の
フライトシミュレータへの応用

近年,プ抗空機の大形,稜雑化に伴い,訓練用フライトシミ

ュレータの必要性がますます大きくなってきている｡このた

び日立製作所では,新明和工業株式会社と協同し,防衛庁一

新明和工業株式会社の開発した高ノ性能水上飛行艇(PS-1)用

の本格的な訓練用フライトシミュレ【タを,ハイプり ッド計

算機を導入し開発,防衛庁に納入した｡

本飛行艇用フライトシミュレータは,荒才毎での離着水訓練

および飛行中のトラブル発生に対する緊急訓練を主目的とし

ているため,空中での飛行運動特性のほかに-,水上での艇体

のテ骨走,旋回,停泊などの傾雉な水上運動特性のシミュレー

ションや,各種の海面情報を提供するための,波浪のシミュ

レーションなどを行なう必要がある｡特に離着水時の才骨走で

は,空中飛行特ノ性と水上運動特性を同時にリアルタイム シミ

ュレーションすることが要求される｡したがって,シミュレ

ータの中核をなす計算機システムは高速かつ大容量のものが

必壬貞(す)となる｡ここでシミュレーションのための処理内容

をみると,本質的にアナログ演算に適した分野と,ディジタ

ルi寅算に適した分野があI),前者はたとえば,飛行艇自身の

動特性や,操縦室動揺装置の駆動信号発生処理などであり,

後者は,操縦系統,動力系統,航法制御系統などの各種装備

品の機能のシミュレーションや,訓練制御のための多量のデ

ータ処羊里である｡

本シミュレータの計算機システムは,上述の理由,また訓

t

ヾ

l

■
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練装置との紙子ナ件､シミュレータのフィーリング変更のため

の各種係数の実験的設定の容易さなどを考撤し,アナログ計

算機の特徴を兼ね備えたハイプリソド計算機をう善人し,機能/

価格比の向上を図っている｡ナナログ計算機は演算増幅器90

台,ディジタル計算機は主記憶装置容量64kワード,サイク

ルタイム0.8/一S,加減算速度5/`S,乗算速度5ノ∠S(平均),除

算速度10/JSの規模である(図20,2り｡

図20 現地に設置

されたハイブリッ

ド計算機

デ
ィ
ジ
タ
ル
計
廿
昇
磯

リ
ン
ケ
ー
ジ
裳
置

アナログ

計算機

界
置
視
壮
罪

擬
生
模
発

室縦操

操縦室

動揺装置

図21飛行艇フライトシミュレータ構成ブロック図
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ク
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汎用電子レジスタ川0シリーズの開発

近年,商品の多様化により操作件の良い,多部門管理ので

きるレジスタが要求きれ,その開発を行なった｡商店の販売

形式の違いによってキー操作手順の要望が異なるため,テン

キー式と部門フルキー式との二つのタイプを用意Lた｡軽い

キータッチで操作できるキーパネルは,キー頗己列と色分けに

よってレジスタ担当者の操作ミスを防_止するよう十分配慮し

てある(図22)｡おもな特長は次のとおりである｡

(1)演算部に専用のLSIを用い信頼性を高めた｡

(2)リピートや乗算および釣銭と値引計算が簡単にできる｡

(3)最高60の部門別合計や,取引別,販売員別,入金,出金,

現金あり高,値引などの各種合計がとれる｡

(4)特定部門や全部門および各種合計が自在に点検できる｡

:`も‾一曲

図22 汎用電子レジスタ

KR-162

カセット式プログラム電卓と新シリーズ電卓の開発

うにJ′･二心;i上請十罪機(1一に_I;iと略す)は机上高f幾能形とj常有川壬の

二つに分かれつつある｡′↑トーl,iモ'占機能形としてカセット士℃プ

ログラムの選択によりめんどうな計算も簡単にできるプリプ

ログラム機エルカ1400シリーズを,携滞:形として3竜三i煉方式

で12けた汁算ができるエルカ220Bを開発した｡このほか,机

一卜標準形として12けた表ホ1メモリ機から16けた衷ホ2メモ
リ悔まで顧t存の幅広い要求にアナわせた新シリーズをいずれも

新たに開発したMOS LSI(金属戸唆化皮膜形半導体人規朽き旗帖

kj柑各)によ1)仝LSI化して1こ成した(図23)｡

各機の内布および特上妄は次のとおりである()

1.エルカt400シリーズ

プログラム絹カセットを半導体集横回路によりf]カニ製作所

が初めて実二呪したものである｡あらかじめ用意されたプログ

ラムカセットをi汁第:川速に応じて使用者が計算機にそう入す

るソテ式のもので,着脱など取り扱いが非1弓=二容易な形にな一ノ

ている｡このシリ】ズは14けたJ_1_与力で,表示式のKK1410と

KK1420,記錨式のKK1410PとKK1420Pの4機種からな

I),いずれも仝LSI化されている｡おもな特長は,

(1)カセットは定数も記旧しており,計算はデータの道教だ

けでキ【拙作はきわめて簡jitである｡

(2)1410､1410P形では,キー拭作で34ス､テップのプログラ

ムを組むこともできるほか,2分1州史用,チェックおよび迩

｢rl紘一果の確認も■-+▲能:であるっ

(3)プログラム計算のほか｢朴ド計賃,累計計算など細浦の人∈

本吉｢算機能も兼ね備えている｡

などである｡

2.エノレカ220B

充屯式電池,乾寵池､商用電i偵のどれでも他用でき,機能

も表ホは8けたながら表示ノ切抱キーで12けた計算ができる｡

またスイ
ッチの切紙えによりメモリ計算もできる1メモリ付

き｡′トさなボデーに似いやすいように大きなキーを少ない数

で円じ列Lパーーセントi汁算,開二平占十算も可能にした1チップLSI

機である｡

3.エルカ60シリーズ

12けた表ホ,1メモリのエルカ62,これにさらに1メモリ

を加えたエルカ62D,16けた表示1メモリのエルカ66,16け

た2メモリ開平計算キーーーとアイテムカウント機能付きのエル

カ66Dおよび｢享己錨式で12けた1メモリアイテムカウント印′ト

機能付きのエルカ62Pで柵成され,いずれも新しく開発した

シリコンゲート形MOS LSIを1個または2個で実現した全

LSI機である｡

叩

J l

図23 電子式卓上計算機(左からエルカ1410P,220B,66D)
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電子写真多重方式によるカラー複写装置の開発

上t之近のカラー印刷物の増大とともに,カラー複写装置の実

用化が望まれていた｡カラ【文献の稜当二,デザイン作品記録,

塑望品見本,カタログなどの小部数を早急に必要とする場合,

従来の印刷,`与真などに比べ,はるかに無印寺間に低コストで

簡単にカラーの綾写が稀けLる｡さらに図面､指示書,報告書

などにカラーが自由に使用できれば,はるかに多くの情報量

が表現できる｡

本装置はう宣了一年其方式を用いて,J京色多重方式によりJ京稿

と対応したカラーコピーを作成するもので,酸化亜鉛感光皐氏

+二に均一な帯電を施し,J京稿から色分解フィルタによりブル

【,グリーン,レッドに色分解した光像でi宗光し,各フィル

タに対応した(補色関係にある)イエロー,マゼンタ,シアン

の3J京色トナーで硯イ象する工柑を色川貞に行ない,カラー辛i祝

辞j像を自動的に作成する〔+各色のずれを生じないように,感

光紙は間道し,帯電,拓北,現イ象装置が感光紙に対して走行

し各二t杜が行なわれる構成となっている(図24)｡

本装置のおもな持主主は二大のとおりである｡

(1)推作は簡単で原稿を原稿缶に上放せ,プリントボタンを押す

だけで90秒でカラⅦコピーが行られる｡(2)反射露光方式のた

めシート,ブックから_立体耳勿まで悦稿ガうスに載るものなら

なんでもコピーできる｡(3)湿式現イ象方式の採川により中間色

のjヰ硯が良い｡(4)プレヒⅦ卜を必要とLない()(5)カラーバラ

ンス調幣ダイヤルによりある色を強調したり,悦稿の配.色が

極端にかたよったリLているときに追従できる｡(6)各色のト

ナーは拉過渡J空に自動的にコントロールされている｡

また,おもな仕様は表5にホすとおりである｡

表5 おもな仕様

項 目

形 式

コピーサイズ

原稿の種菓頁

コ ピー速度

現 像 )夜

消 費 電 力

電 源

寸 法

重
.里.

図24 カラー複写装置
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GX-20I

B4,B5,■A4,A5版

シート,ブック,立体物

90秒/′/枚

プレミックス現像;夜十補充用コンクトナー

(シアン,マゼンタ,イエロー,ブラック4色)

2kVA(最大)

ACl¢200V,50または60Hz

奥行656×幅l′440×高さ95t(mm)

Z7〔lkg

闇き芸萱′

蓑′′

環ご′,′

讃〆

表

繋､繁

′議′

ノ感
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マイクロドット インクジェット記紀の開発

インクジェット記録は,普通紙に静粛かつ高速度の記録が

できるうえ,カラー化も行ないやすし-特長があるが,従未の

ものは記録て密度が小さいという問題があった｡そこで,日立

製作r叶は独自のつまりにくい大口径ノズルから微′ト径インク

液滴を発生させる方式を開発し,この問題を解決した｡

本方式によれば,ライン プリンタ並みの印字速度(約5万

～10‾〟字/分)で,新聞縮刷版並みの内祝可限界の′ト文守:(高さ

0,7mm幅0.5mm)による多けた高密度記録シリアル プリンタや

連続階調のi酎象プリンタを実現させることができる(図25～

27)｡

インク柱 小径インク柱 大径インク粒子

仙ふ′ゝん導く凄､〟瀦ゾよ♯か
図25 マイクロドット インクジェット発生状況

㌔

頚

▼?

図26 マイクロ文字例 図27 プリント例

CRTディスプレイからのハードコピー装置の開発

マン マシン性のよい対話形端末であるCRTディスプレイ

の使用は今後急速に増すものと考えられている｡今回,この

ディスプレイの画面をそのままハードコピーにとる装置を開

発した(図29)｡本装置の特長は次のとおりである｡

(1)CRTデイスプレイと同軸ケーブルで接続するのみでよ

く,f別御プログラムを二変更する必要がない｡

(2)グラフ,同形などの弛而をそのまま記録できる｡

(3)榊:右肺報とLて35mmフイルムを禿畳できる｡

(4)簡易なりモートコントロールを可能とする信号端i十を持

っている._ノ

(5)1i叫州の.iJ喜郎寺間が10秒以下と満速である｡

(6)電イ･ンi其方式のため動作吾が静かである｡

(7)スマートかつコンパクトであり,窓口に設置できる｡

(8)各種自己試験機能を持っている(感光紙切れ,紙づまり,

セット不完全,

ウォームアップ,

図28 CRTハードコピー装置"Video Writer

現像液切れなど

に対して)｡

(9)現像液,感

光紙の交換,補

給は前面から行

なえるため,簡

単である｡

､ト
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煙道排ガス用分析計の完成

多様化,広域化する人左ミ汚染にイ半い,発生源における排J-_出

桟準の引き上げ,さらには総量規制へと規制が強化されてい

る｡発生源からの汚染物質を代表するものは,いおう酸化物,

貸素酸化物および煤塵(ばいじん)であり,規制の動向に合わ

せ発生手原用達純分析計の開発を進めてきたが,このほど製品

化を完了した｡

AN300形囁硫酸ガス(SO2)濃度計は,炎光光度(FPD)法

によるもので,披i則∠右カ､-ス以外の共存ガス成分の影響がきわ

めて少ないため,100ppm以下のイ氏濃度測定から1,000ppmに

至る高濃度測定まで広範囲の測定が■叶能で,特に今後ますま

す低濃度化する実状に合ったものである｡

おもな仕様は,測定方式:炎光光度検出器(FPD),測定レン

ジ:0-50-100¶200ppmまたは0-200-500-1,000ppm

AN250形窒素酸化物(NOx)ガス濃度計は,排ガス中のNOx

をオゾンでN205に酸化後,加熱分解してNO2に変換し,NO2

の吸光J空を二浪拉光度計で測定する日立製作所独自の方式に

よるもので,全室素酸化物(NOx二NO＋NO2)を同時に測定

でき,また二波工芸方J〔を採用するため,共存ガスの影響や測

定セル窓の汚(よご)れ,光源ランプおよび光電十哨倍管の経

峠的変化などの影響をノ受けにく く,連続測定用としての信頼

性を高めている(図29)｡

おもな仕様は下記の通りである｡

測定方式:オゾン酸化紫外線吸収法二浪長方式･

測定レンジ:0～500ppmまたは1,000ppm

ANlOO形スタ､ソクダストモニタ(煤塵濃度計)は,光散乱方

式を用い,煤塵粒了-の和利▲質量濃度を連続して測定するとと

もに,粒性分和の測定が可能であI),発摩状況を量と粒度の

2面から把(は)粧することができる｡粒子ヰ大物質による汚享太

は,今後ますます重要視される傾向にあり,発生源での実態

把握に連続測完三器が強く要求されてきている(図30)｡

おもな仕様は下記の通りである｡

測定方式:光散乱粒子カウンタ式,

測定範囲:0～1,000mg/m3

田

鸞

図29 AN300形亜硫酸

ガス濃度計およびAN

250形窒素酸イヒ物ガス

濃度計

図30 AN100形スタック

ダストモニタ

大口径電磁i充量計の完成

上下水道,農工業用水,産業排水などの水処理施設がJエゴ或,

▼人形化するのに伴い大口径う宣磁流量計の需要が岬加しておI),

口径500～2,600≠のFMR形大口径1宜磁流量計シリーズを開

発した｡さらに大口径,大容量で高精度の実流校正装置を完

成させた｡

大【+径発信器は面間が短く,据付場所をとらないrr法で,

全体をi容積とし長時托りの冠水または地中埋設などきびしい条

件にも耐える構造としている｡また,消費電力が少ないので,

長期の節電となり現代の省エネ/レギ一社会に寄与している

(図31)｡

校正装置は容積式で,計量糟(そう)にう免れ込む水の容積と電

磁i充量計を同じ測定時間に流れる流量の積算値を比較する方式

とを採用している｡この装置により流量30,000m3/h,口径

2,600≠までを精度±0.5%で校正できる｡比較法や計算法に

よる流量校正ではこのような高精度は得ることができない｡

FMR形大口径電石削充量計シリーズおよび実流校正装i毘の

完成により,高信根性,

と=7

高精度の大流量測定が廿†

能となり,今後,`【註磁流

量計の広い分野にわたる

活躍が期待される｡

区】31FMR形電磁流量計

発信器

計測データ処理装置J1000形オートコーダの完成

JlOOO形オートコーダは,′受電変電所の電力日報作成,プ

ラント諸量の監視,検査ライン,工場排水など環】遵デーータ測

定,記錨といった局所的なデータ処理分野の作業を自動化す

る目的で開発された計測用データ処理装置である(図32)｡

装置の構成は,小規模システムの計測データ処手引二過する

よう配擬され故小限でのハードウェアシステムを構成し,超

小形演算ユニット(DSC-11形チップコントローラ)を内戚,

測定,監視,記録のほかに四則演算,殻大,貴之小,･平+句低処

理などのi寅算機能を備えている｡

おもな納入先は,企業の受電変電所,助力去,浄水場,う電

気炉,環境管理,分析,検査ラインなどのデⅥタ処王斬己;緑装

置として多数納入され,今後幅の広い需要が期待される｡

図32 計;則データ処

理装置+1000形オー

トコーダ
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DSC-1t形チップコントローラの製品化

中央処理部にワンチップCPU(中央処理装置)を利用した

DS C-11形チップコントローラを発売した｡

′ト規模データ処理装置(オートコーダ),シーケンスコント

ローラ(シーケンサ)の機能向上に効果があり,これまでミニ

コンピュータでは実現できなかったような簡易システムの新

しい方向づけとなる製品である(図33)｡

おもな仕様は下記のとおりである｡

演算,記憶部:加減算等,8ビット,ICメモリ拉大4k語

PI/0:DI,DO,AIなど最大320点

入出力機器:タイプライタ,テー7dハンナなど

おもな用途は下記のとおりである｡

プロセスの演算処ヨ聖,シーケンス処理,データロオ､

一般産業のシーケンス処王里,各種分析計のデータログ

図33 DSC-

11形チップコ

ントローラ

高性能普及形電子藁頁徹鏡HS-9形の完成

本装置は従来好評を博していた中形機種であるHS-8形の

モデルチェンジである｡HS-8形と異なる点は,分解能が向

上したこと,加速電圧がアップされたことおよび機能面で大

形装置の機能が大幅に取り入れられたなどであり,価格面,

外観面では中形機なみであるが,性能面では大形,高級機な

みの仕様を待ったものである｡本機は発売以来非常な好評を

博し,中形機種分野での市場占有率は60%を確保しており,

今後,輸出面の増加も期待されている(図き4)｡

おもな仕様は下記の

とおりである｡

(1)分解能:4.5Å

(2)倍 率:×500～

100,000

(3)加速電圧:75kV

(4)真空度:5×10‾

Torr

図34 HS-9形電子顕微鏡
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日立HHS-2R形走査電子顕微鏡の完成

本機は,日立ハイスキャン走茶電子顕微鏡(以下､SEMと

略す)シリーズの中核機柿として完成された高分解能普及形

SEMである｡性能的には他社大形万能機椛と同等仕様を持

ち,その操作性,外観デザインは中形普及機純なみにするこ

とを目的とkして作られたもので,たとえ操作に熟達していな

いオペレーターでも容易に高分解能写真の鴇影が可能なよう

椎々の改良工夫が図られている(図35)｡

本機の完成により,SEMは5機純を有することになり,

あらゆる需要層に応じうる体制が整ったといえる｡

おもな仕様は下記のとおりである｡

(1)分解能:100Å (2)倍率:×20～200,000(3)加速電

圧:1～30kV(50kV用オプション)(4)レンズ系:3段縮

′トレンズ系

図35 日立HHS-

2R形走査電子顕

微鏡

HK-6形試料傾斜装置(電子顕微鏡付属装置)の製品化

透過形電子顕微鏡により生物切片試料の立体構造観察,結

晶性試料の結晶解析などを行なう場合,イ象を観察しつつ試料

を任意の方位と角度に傾けてみることがきわめて有効な手段

とされている｡試料を傾ける装置に要求される条件は,なる

べく大角蛇全方位にわたって傾けることができ,数万倍ないし

数･卜万倍に拡大された像面上でもスムーズに規則正しく傾け

られることである｡日立製作所ではこれらの条件を加味して,

HU-12A形高性能電子顕微鏡用としてHK-6形試料傾斜装置

を開発した(図36)｡本装置は試料を仝■方位にわたって殺大±

35度まで傾けることができ,方位角,傾斜角の駆動はそれぞ

れ独立した二組のモータで行ない,適宜な送りスピードが撰

択できる｡方位角,傾斜角は

直読の目盛ドラムに指示され,

常に試料のセット条件が把(は)

握できるようになっている｡

精密な超小形のジンパル機構

の中に載置された試料は,ス

ムーズに傾きイ象の揺れや不規

則な動きがなく,数オングス

トロームの分解能で像の観察

が可能である｡

図36 Hリー12A形に装着した

HK-6形試料傾斜装置

L十



電子計算機および計測 日立評論 VOL.56 No.1

イオン マイクロ アナライザによる深さ方向の分析

イオン マイクロ アナライザは､イオンピーームを試料に照

射し,ふじ利から放flユされる試料原十および分-r一による∴次イ

オンを質量分析計にかけて分析する装道である｡本装置の穀

大の柑徴は,イオンビームによるエッチング作用を利用して

手業さ方向をも含めた二二大ナ亡分析ができることにある｡この場

†ナ,深さ方向の分析精度はエッチング血の‥様度,すなわち

一次イオンビ】ム洩り真の均▼一一性に依存する｡ニこではコンデ

ンサレンズをデフオーカス条件で位相することにより一様密

度ビームを作り,これを利用してSi中Bの探さ方向の分析を

行なった結果を紹介する｡図37はSi中にBを100keVと 200

keVのエネルギー【でイオン注入した試料に対してBの深さ方

向の濃度分布を測定した結米を示すものである｡実験条件は

図中に示したとおりである｡同図より,Bの深さ方向の浪度

分布および注入エネルギー依存性が正しくi則志されているこ

とがわかる｡

図37 Si中

にBをイオ

ン注入した

試料のBの

深さ方向の

濃度分布
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注ニー次イオン=10keV Ar ビーム径=500/Jm

308形ディジタルニ波長原子吸光光度計の完成

擬子一枚光法における能率向上を徹底的に追■求した装置が308

形である(図38)｡原子l吸光法では広範開濃度測定やバックグ

ラウンド補正,あるいは内部標準法など,二つの測定値があ

って初めて結果が得られるという分析手法がしばしばとられ

る｡従来の装置ではこのような場合,測定を2回行ない,そ

の測定値から計算によって結果を求めなければならなかった｡

これに対し,二波良法によりそれらを同時に測定し,その計

算結果をただちに読み二取ることができる｡また,原子吸光法

ではブランクによるゼロ合わせと標準液による感度合わせが

必要である｡従来,二れらは調節つまみの操作によって表示

値を所期の値に合わせていたが,本装置では自動ゼロ調節およ

び自動感度調節方式の採用によって操作をプ､ソシュボタン化

して測定時間の態亘縮を図っている｡

図38 308形ディ

ジタルニ波長原子

吸光光度計

高性能分光けい光分光光度計の開発･製品化

日立製作所は,カーーブスリソトと1,200本/mmのグレーナン

グとをj采用した分解能0.2nm,波長精度±0.3nmの高性能を

和する分光器により,超高感度で測定可能なMPF-4形分光

けい光分光光度計を開発,製品化した(図39)｡波長はカウン

タ方式で読み取りやすく,グレーナングによる零次光が取り

出せるので全量けい光測定ができること,光源の変動をモニ

タリングするシステムの才采用により,長時間にわたる安定性

がよいという長所によ暮),大学,研究所などにおいて,研究

用はもちろん日常分析用としても広く月]いられている｡偏光

付属装置など豊富な付属装置がそろっているが,特に薄層タ

ロマト付属装置は,食品中の公害物質や発がん性物質の定量

にJ或力を発揮している｡

図39 MPF-4形分光けい光分･光光度計

高速高感度分析のできる6糾形液体クロマトグラフ

アミノ酸分析計,汎用液体クロマトグラフの分野での長い

経験と技術を有する日立製作所が,その実績を基に開発した

634形液体クロマトグラフは,さらに高速分離,高感度化を図

った高速液体クロマトグラフである(図40)｡
ポンプには,100kg/cm2の高圧送液する往復動ポンプを用い,

日立ゲル♯3010,♯3020,♯3030などの独自開発による充=頃

(てん)剤を使用することによって高速分維を実現させた｡検

出器には,紫外光度計や差動屈折計を用い,また,洛維液の

組成を連続的に変える日立独自のグラデイエント装置や,サ

ンプリングバルブを用いると,その応用範囲はさらに広げら

れ,医薬品,農薬,合成化学,天然有機化合物,石油化学な

どの分野での活王曜が期待される｡
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図40 634-∪形

液体クロマトグラ

フ(グラテざィェン

ト装置付)
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